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・2010.7.3本部例会:『破産してもなお外交にこだわった男・齋藤修一郎「失意の外務官僚」像の再検討』 

   ※この報告をまとめたものが、2012．10刊日本英学史学会北陸支部研究紀要第 12輯掲載。 

・2011.3.1 東日本支部研究紀要「東日本英学史研究」第 10号に「30年も前に日米戦争を予見した男・齋藤

修一郎との出会い」を掲載。 

・2011.4.3本部例会：「齋藤修一郎の英文自伝－西洋との出会いとその衝撃」 

   ※この報告をまとめたものが、2012．3 刊日本英学史学会東日本支部研究紀要「東日本英学史研

究」第 11号掲載。 

・2011．10.9東京大会（東京・東京家政大学）：「齋藤修一郎にとって西洋とはなんであったのか」 

・2011.11.9 朝河研究会：「朝河貫一の日本外交批判論の限界―齋藤修一郎の日本外交批判論の検討を通

じて」 

・2012.3 東日本支部大会（沼津）：「沼津兵学校付属小学校の齋藤修一郎－青楼下宿説の虚妄」 

   ※この報告をまとめたものが、2013.3刊「日本英学史学会東日本支部研究紀要東日本英学史研究 」

第 12号掲載。 

・2012．7.7本部例会：「齋藤修一郎の比較文明論－歴史叙述方法の違いから見た日・中・欧」 

・2012．11.10本部例会： 「『いろは文庫』の英訳①－翻訳の実際から見た英訳の意図」 

・2012．11.19 朝河研究会：「もう一つの『日本の禍機』：大塚善太郎『日米外交論』－齋藤修一郎「最

近米国観」の発見」 

・2013．1.5本部例会： 「『いろは文庫』の英訳②－齋藤修一郎と「忠臣蔵」の密接な関係」 

・2013．7.6本部例会：「いろは文庫」の英訳③－テキスト選択の謎」 

・2013.9 日本英学史学会報№131 「齋藤修一郎が明治 19年～21年に読んだ英書の発見」 

・2013．9.29大会（東京・慶應義塾大学）：「いろは文庫」の英訳④－出版の背景」 

・2014．1.1本部例会：「いろは文庫」の英訳⑤－「ルーズベルト伝説」の真偽」 

・2014．10.19 大会（福井・福井大学）：「グリフィスと齋藤修一郎―グリフィス東京日記とグリフィス

の修一郎評価を中心として―」 

・2015．４ 日本医史学会機関誌「医史学雑誌」に「越前府中種痘伝苗日の間違いについて」を投稿 

・2015．10.25大会（東京・拓殖大学）：「越前府中の蘭方医学―齋藤修一郎の英文自伝補遺１―」 

 

 

 ※これらのほとんどは（「いろは文庫の英訳」シリーズなどを除き）、私の個人サイトの齋藤修一郎研

究コーナーからダウンロードできる（PDFファイル形式）。 

    サイトアドレス：http://www4.plala.or.jp/kawa-k/ 

       ・サイトトップの最下部「自己紹介のコーナー」の中。 

 ・サイトへのアクセスは、サイト名「学校を変えよう」もしくはもう一つのサイト「平家琵琶の世界」

の名で検索をかければ出てくる（「平家琵琶の世界）なら検索結果の 1ページ目。そこから「学校を

変えよう」に移動」。私の氏名「川瀬健一」で検索をかけても良い。 

http://www4.plala.or.jp/kawa-k/saito/syuu2.htm
http://www4.plala.or.jp/kawa-k/saito/syuu2.htm

